
シンポジウム 

知識社会における 国家戦略 

一 産業人の立場から 一 

小野田 武 ( 三菱化学顧問 ) 
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2. 知 ( 識 ) 社会における 国家戦略 
一次期「科学技術基本計画」 への期待 一 

2.1. 次期「科学技術基本計画」のコンセブ ト 

9 タ ． 如 ( 知識とその活用 力 ) への戦略 

ネ 現状認識 

ホ 重要課題 

求 新しい制度設計に 伺って 
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・ 1 . 2 1 世紀の我が国における 知 ( 械 ) の 位位 付け 
1, ユ ・ 背景 

2 1 世紀の到来を 目前にして、 最近我が国において " 知 " や " 知識 " とい 
う言葉が氾濫しでいる。 ぞの背景には、 来るべき世紀における 環境・人口・ 資 

源 等の人類生存の 基本的問題（・の 荘漠た ． る 不安感に加えて、 近年の我が国を 取り 
巻く諸環境の 激変に翻弄ざれでいる 自信喪失の現状があ ろう。 

半世紀に 亘 っ て 直進してきた．国力の 増大も生活水準の 向上も、 今までの延 

長鞍上で は 望み得ない。 何か社会も経済も 産業もパラダイム 変換をせねばなら 

な い 意識ばあ るものの、 ぞの道標 は 定がではない。 しかし、 確実なことは、 そ 

の回答があ るとするなら ， ば、 ぞれ，は 形ぁ ・ る " 物 " ではなく " 無形の価値 " が時に 

なるのではないか。 ぞのような 摸 とした期待と 夢が高まっているのであ ろう。 

しかし、 いくて ) かのⅩ e ナ Word8 を拾ってみるだけ「 3 も 、 " 知 " や " 知識 " 
が 主役を演ずる 社会ば そ れ，なりの 説 ， 得 力があ る。 ただし、 そのような パ ラダイ 

ム 変換を達成するには、 あ まりに課題が 多いとも言えよ う 

1.2.  Key.Wo 「 d8  とその意味付け 
いく っ かの流行り言葉を 例示して、 その意味を整理してみよう。 2 1 世 

紀に向げての 重要な示唆がそこには 含まれている。 特に、 グローバル社会にお 

げる我が国の 生き方を考えると、 決定的な意味が 汲み取れる。 
[ 佛 1 ] 2 1 世紀において、 。 佃人を支えるバックボー ン ( あ るいは、 ア イ デ シ 

テ ィディ一 ) は 知 ( 牡 ) であ る。 。 そ こに は 、 20 世紀の技術進歩に よ りプラック 

ボ ，クズ 化 L, た 高度文明社会のさらなる 進展への個人としての 対応力とともに、 

民族、 宗教等の影 番 力の希薄化を 予見している。 

[ 例 2j " 知 ( 牡 Ⅰは我が国の 国 捺 競争力の源泉であ る " 。 そこには、 持続可能 
な 発展 ど 我が国の産業の 国際競争力の 維持、 強化を、 高度な技術進歩で 達成しよ 

ぅ とする思 いが 込められ，ている。 
[ 何ぎ ] 最新の学術審議会答申「科学技術創造立国を 目指す我が国の 学術研究の 

総合的推進についで」に は、 " 知的存在 牡 のあ る国を目指して " と副題が付せら 
れている ) 。 そ こに は 、 2 1 世紀の新しい 文明の構築への 国際的寄与の 重要性の 
認識から出発しでいろ。 

グロ ミ バル社会の視・ 点がら、 我が国が高度な 知 ( 識 ) 社会へ発展することの 

最大の意義 は、 ぞれ，が国家安全保敵の 要であ ることではなかろうか ， ハンチン 
トン教授の指摘 ( 文明の衝突Ⅰ を待つまでもなく、 日本二日本文明という 世界 唯 

- の単独文明国家であ ，り 、 他国との関係 は、           "-, 産構 ガ " と " ぉ 、 、 びつな安全保障 ( 軍事 ド 

の鎖のみであ る。 文化・文明の 覇権 国へのあ まりに弱い関係しか 持ち得ていな 

い我が国が、 山積する世界的難題に 向かっで新しい 文明の構築への 大きな寄与を 

果たすこ・とにより、 第 3 の国家安全保臣の 碩を持っことこそ、 我々が 2 1 世紀に 

向けて目指さねばならない 目標でぼなかろうか。 
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